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簡単な自己紹介（１）

●元フリーライター兼大学英語講師
●趣味は落語と歴史とハードロック●趣味は落語と歴史とハードロック
●ネットワーク設定

VPN設定とかいろいろ設定 ろ ろ
●プログラミング

Hu‐Basic, Z80アセンブラ（昔々）
Perl → PHP, JavaScript
FileMaker Pro

●書籍執筆●書籍執筆

近 発刊近日発刊

Galaxy Tab Perfect Manual Optimus Pad Perfect Manual （仮題）



CodeIgniterとの出会いは１～2年前。CodeIgniterとの出会いは１ 2年前。
CakePHPとかも試してみたけど、制約がキツすぎる。

それ以来、いくつか仕事で使ってみる。

北区バリアフリー
マップCACジャパン販売



それはともかく、本題をば。



なんだかんだ言なんだかんだ言って
フォ ム て面倒くさいフォームって面倒くさい

・・・ですよね？ですよね？



幸いなことに、CIのformヘルパは便利にできて
いて使いやすいいて使いやすい。

のではありますが 調子に乗 て使 ている・・・のではありますが、調子に乗って使っている
と・・・



パ関数Formヘルパ関数
のアラシ！のアラシ！



なんでこうなるか・・・と反省する。
↓↓

フォームを主体として、それぞれのフィールドを
どう処理するかを個別に考えるからいけないのどう処理するかを個別に考えるからいけないの

では？



フォームとDBの非対称性

●フォームフィールドとDBフィールドは必ずしも一対一対応しない。

●一対一に対応していても、フォームとDBは外部キーしか保持し

おらず 人間 意味 ある値（文字列）は別 ブ からておらず、人間に意味のある値（文字列）は別のテーブルから
持ってこなければいけなかったりする。

●それどころか、１つのフォームがCRUDするのが１つのDBテーブ
ルでおさまらないことも少なくない。



考慮すべき3つの処理側面

表示用データ

フォームフィー
ルドタグ出力

表示用データ
作成

POSTフォーム
処理

DB

処理



様々な対応関係

i “ ”
●（表示＝フォームデータ＝メインテーブルのフィールド）

<input type=“text”>
<input type=“hidden”>
<textarea><textarea>

▲（表示≠フォームデータ＝メインテーブルのフィールド）

<input type=“radio”>
<select>
i t t “ h kb ” “ ”<input type=“checkbox” name=“yyy”>

▲（表示≠フォームデータ≠メインテーブルのフィールド）

<input type=“checkbox” name=“xxx[]”>



ある種の典型的なフォーム



ある種の典型的な確認画面



例（１）：ラジオボタン

id int

name varchar

sex intsex int

:

:

key int

val varchar 表示用データval varchar



例（2）：複数選択チェックボックス
（多対多）（多対多）

id int

name varchar

sex int

id int

key1 Int

key2 int key Intkey2 int key Int

val varchar



今作ろうとしているライブラリの考え方

フォ ムを中心にして それぞれのフィ ルドのフォームを中心にして、それぞれのフィールドの
処理を考えるのではなく、フォームが対象とす
るテーブルを中心に、テーブルの各フィールドを
どのようなフォームで扱うか、どのような確認表うな ォ 扱う 、 うな確認表
示にするかを設定ファイルで「定義付け」てお
く・・・く

そんなライブラリを暫定的にDbformクラスと名そんなライブラリを暫定的にDbformクラスと名
づけて作り始めてみました。



今作ろうとしているライブラリの概念図

テーブル

テ ブルテーブル

テーブル

モデル

ライブラリ コンフィグ
コントローラ

表 デ タ表示用データ フォーム



クラスの中身
●$table メインとなるテーブル名
●$fields メインテーブルのカラム情報と付随するフォーム要素情報
●$ k プライ リキ●$pk プライマリキー
●$modeフォーム出力／確認用表示出力

◎コンストラクタ◎コンストラクタ
SHOW TABLES
SHOW COLUMNS（フィールド名、型、NULL不可など）
コンフィグの読み込みコンフィグの読み込み

◎DBから読み込み
◎POSTから読み込み◎POSTから読み込み
◎セッションから読み込み

◎セッションに保存◎セッションに保存
◎DBに保存

◎出力（$modeによってフォーム出力または確認用出力）$



configの中身(1)
書式
$config[テーブル名][カラム名][項目] ここがミソ

（と自分では勝手に思っている）

例：

（と自分では勝手に思 て る）

$config[‘members’][‘sex’][‘form_type’] = ‘radio’;
membersテーブルのsexフィールドの入力には<input type=“radio”>を使う

$config[‘members’][‘sex’][‘rel’] = ‘sex’;
membersテーブルのsexフィールドの値をキーとしてsexテーブルから表示文字列を取
得できる

$config[‘members’][‘sex’][‘delimiter’] = ‘&nbsp;’
name=“sex”である一群のラジオボタンの間は&nbsp;で区切る



configの中身(2)
例：
$config[‘members’][‘interests’][‘form_type’] = _
‘checkbox_group’;
membersテーブルに付随するinterestsの入力には<input type=“checkbox” 
name=“interests[]”>のグループを使う

$config[‘members’][‘interests’][‘rel’] = ‘interests’;
チェックボックスのvalueに対応する文字列はinterestsテーブルからを取得できる

$config[‘members’][‘interests’][‘delimiter’] = ‘<br />’;
name=“interests[]”である一群のラジオボタンの間は<br />で区切る

$config[‘members’][‘interests’][‘assoc’] = ‘assoc_interests’;
membersテーブルのidとinterestsテーブルのidの間の多対多の関係は
assoc interestsテーブルに格納されるassoc_interestsテーブルに格納される



ではでは
実際の動作を少々

members

id int auto_increment
assoc_interests

id int
surname varchar

firstname varchar interests

key1 int

key2 int
birthday date

sex int

pref int
sex

k i t

key int

val varchar
pref int

address text

mailmag tinyint

key int

val varchar

prefs

key int

val varchar



課題

● form_typeの充実

● f t ごとの他の設定項目の整理と● form_typeごとの他の設定項目の整理と

コンフィグチェックメソッド

●複数のコンフィグフ イルの切り替え●複数のコンフィグファイルの切り替え

●フィールドサイズの取得

●フ ムバリデ シ ンとの連携●フォームバリデーションとの連携

●言語ファイルへの対応

● 対応● PostgreSQL対応

などなど

（誰かお願 ます ）（誰かお願いします！！）



ご清聴ありがとうございました。

このあとすぐ別件で移動しますので懇親会は参加したかったのにできません！

今回の発表資料（このpptx）は、

数日中に弊社 bサイト（h // /）に公開し数日中に弊社Webサイト（http://qra.co.jp/）に公開し、

トップページからリンクをたどれるようにしておきます


